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「TC同期・チャネルコーディング（通信路符号化）」

【概要】

本推奨規格は、地上－宇宙機間、宇宙機－宇宙機間のスペースリンクにおいて、テレコマンド（TC）に用いる同期・チャネルコーディング方

式を規定するもの。
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図1: BCHコーディングを使用した場合の
送信側での内部構造

TC： Telecommand
PLOP： Physical Layer Operations Procedure
BCH： Bose-Chaudhuri-Hocquenghem
LDPC： Low-Density Parity-Check
CLTU： Communications Link Transmission Unit

TC 同期・チャネルコーディング副層（サブレイヤ）は、

スペースリンク上でトランスファーフレームを伝送する

ために次の４つの機能を提供する。

a) 誤り制御符号化

b) 同期

c) 疑似ランダマイズ（オプション）

d) 再送（オプション）

なお、同期を達成・維持できるように、物理通信チャ

ネルを活性化・非活性化するための「物理層運用手

順（PLOP）」は物理層に帰属するが、本規格で規定

する通信回線伝送単位（CLTU）の送信に必要なこと

から、本推奨規格で扱う。

本プロトコルの送信側における同期・チャネルコー

ディング副層と物理層の内部構成を図1及び図2に示

す。 送信側では、データリンクプロトコル副層から受

け取ったトランスファーフレームを符号化して、物理

層へ伝送する。

図2: LDPCコーディングを使用した場合の
送信側での内部構造

【内容】

本推奨規格は、以下のプロトコルと併せて利用される。

・CCSDS 232.0-B-3： TC Space Data Link Protocol 「TC宇宙データリンクプロトコル」

・CCSDS 732.1-B-1： Unified Space Data Link Protocol 「統合的宇宙データリンクプロトコル」
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各国宇宙機関およびJAXAの動向

世界の機関で広く採用され、JAXAでは通信設計標準の一部を成している。
SOLAR-B以降、ほぼすべての宇宙機で採用しているプロトコルである。

図3: BCHコーディングを使用した場合の
受信側での内部構造

図4: LDPCコーディングを使用した場合の
受信側での内部構造
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本プロトコルの受信側における同期・チャネルコーディング副層の内部構造を図3および図4に示す。
受信側では、物理層から受け取ったトランスファーフレームを復号化し、データリンクプロトコル副層へ伝送する。伝送されるトランス

ファーフレームには、不完全なデータや、フィルデータ（足りないデータ長を補うためのデータ）が含まれている場合がある。
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